








































































































































































































順位 都道府県 実宿泊者数 順位 都道府県 実宿泊者数 順位 都道府県 実宿泊者数
全国計 300,818 1６ 宮城県 6,432’３２ 青森県 3,344
１ 東京都 25.512 1７ 福島鴫 ６291 3３ 愛媛際 3,268
２ 北海道 1９ 473 1８ 三重暁 ６082 3４ 山口峠 3,222
３ 静岡県 1４ 948’１９ 広島喋 ５907 3５ 茨城蝶 2,991
４ 長野県 1４ 455’２０
上
本暁 ５874 3６ 富山喋 ２849
５ 大阪府 1４ 086 2１ 石川暁 ５552 3７ 福井際 ２814
６ 神奈川県 1１ 710 2２ 長崎ﾘﾃ ５405 3８ 秋田喋 ２707
７ 千葉県 1１ １５８ 2３ 梨喋 ５319 3９ 香川喋 ２635
８ 福岡県 １０ 067 2４ 鹿児島県 ５１３９ 4０ 埼玉暁 ２601
９ 京都府 ９794 2５ 大分県 ５017 4１ 烏取喋 ２569
1０ 兵庫県 ９095 2６ 岐阜県 ４414 4２ 高知蝶 ２363
1１ 愛知峠 ８984 2７ 岩手県 ４197’４３ 島根暁 ２312
1２ 沖縄暁 ８288 2８ 山形県 ４048’４４ 宮崎蝶 ２291
1３ 新潟暁 ７801 2９ 岡山県 ３745’４５ 佐賀鴫 ２１７５
1４ 栃木暁 ７lO8 3０ 和歌山県 ３379 4６ 奈良喋 １629
1５ 群馬暁 ６883 3１ 滋賀県 ３359 4７ 徳島喋 １524
2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010
県外・県内宿泊観光客数 9.851 10,071 0０ 9,808 9,578 9,619 9,946 10,184 9,548 8,627
前年比 1０ 102.2 97.3 1００．１ 97.7 100.4 １０ 102.4 93.8 90.4
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表５ 県外観光客の 額単価（平成23年）
都道府県 消費額 順位 |都道府県 消費額 順位 |都道府県
北海道 76,867 ２|石川県 26,999 1６ |岡山県
青森県 3４ 150 ６|福井ﾘテ 集計中 |広島県
岩手県 2８ 341 １２ |山撫 24,378 2２ |山口県
宮城県 2２ 694 2６ |長野暁 26,012 1９ |徳島県
秋田県 3３ 024 ７|岐阜暁 2７ 264 １４ |香川県
山形県 1８859 3１ |静岡暁 2１ 563 2８ |愛媛県
福島県 集計中 |愛知暁 2３248 2５ |高知県
茨城県 24.030 2３ '三重暁 1６ 446 3４ |福岡県
栃木暁 2６309 1８ 滋賀鴫 集計中 佐賀県
群馬暁 2０398 3０ 京都府 集計中 長崎県
埼玉暁 1４ 717 3５ 大阪府 熊本県
千葉喋 3７ 153 ３ 兵庫県 23,554 2４ 大分県
東京都 3４ 448 ５ 奈良県 2６ 360 １７ 宮崎県
神奈川県 集計中 和歌山県 2５ 481 2０ |鹿児島県
新潟県 集計中 鳥取県 1４ 676 3６ |沖縄県










全国 11,361,510 3.64 |三重県 51,930
北海道 1.169610 5.67 ４ 滋賀県 57.790
青森県 2２ 430 0.67 3８ i京都府 542.220
岩手県 2３ 640 0.56 4１ 大阪府 1,502,260
宮城県 3２ 750 ０5１ ４４１兵庫県 193.220
秋田県 1８ 270 ０6７ 3７ 奈良県 22,840
山形県 2２ 720 ０5６ 4２ 和歌山県 5７ 460
福島蝶 １９ 360 ０3１ 4７ 鳥取県 2０ 580
茨城暁 4０ 440 1.33 2３ 島根県 ８760
栃木隙 55,290 0.77 3５ 岡山暁 3８990
群馬蝶 34,160 0.49 4５ 広島蝶 1０５ 530
埼玉暁 2７ 860 1.06 2８ 山口喋 2３ 880
千葉暁 1.193090 9.66 １ 徳島蝶 １３ 300
東京都 2.692140 9.55 ３ 香川蝶 2８230
神奈川県 386OlO 3.19 １２ ,愛媛暁 2９ 220
新潟県 4９900 0.64 3９ 高知県 １２ 870
富山暁 3９830 1.38 2２ 福岡県 428790
石川蝶 9５ 710 1.69 １７ 佐賀県 2７ 660
福井峠 1６ 920 0.60 4０ 長崎県 211740
梨喋 229760 4．１４ ８ 熊本県 172440
長野暁 150090 1.03 3０ |大分県 299400
岐阜蝶 1０７ 930 2.39 1４ |宮崎県 2６580
静岡県 239170 1.57 2０ |鹿児島県 6５280































































































































































































































2007 2008 2009 2010
鹿児島港 2０ 3０ 2２
博多港 ５ 2５ 2６
長崎港 4２ 2７ 4８
その他 ０ ５ ７

















2010年順位 寄港回数 2011年順位 寄港回数
１ 博多港 6１ １ 石垣 巷 4２
２ 那覇港 5６ ２ 那覇 巷 3７
３ 鹿児島港 4５ ３ 博多 巷 2６
４ 長崎港 3９ ４ 横浜 巷 1９
５ 神戸港 3２ ５ 長崎港 1７
６ 石垣港 2９ ６ 鹿児島港 ８
７ 横浜港 1９ ７ 神戸港 ７
８ 広島港 1０ ７ 広島港 ７
９ 宇野港 ４ ８ 別府港 ４
９ 函館港 ４













































































(人） (％） 来日 来鹿
知っていた ９ 13.6 ツアーの立ち寄り地だったから ６ 4１
あまり知らなかった 4０ 60.6 買い物 3７ 3８
全然知らなかった １７ 25.8 自然や風景 4２ 1３














１200 ２ ２ １
１300 ２ １ １ ２
１400 ２ １ １








計 1３ １０ 1２ 2１

















回答数 構成比 回答数． 構成比
(人） (％） (人） (％）
来る 1９ 28.8 必ず来たい 528 41.5
来ない 4７ 71.2 来たい 515 4１ １
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鹿児島における中国人クルーズ船観光と観光振興
0.0
－２９－
推測される。
そこで，第二にクルーズツアーのコース内部での棲み分けという観点から，このアプローチについて一
つの提案を行いたい。それは，日本製品のショッピングという役割を他の寄港地へ部分的に譲り，鹿児島
では「鹿児島体験」をしていただく層を獲得するというアイデアである。例えば，地元が受け入れ可能な
人数に限定して鹿児島の良さを印象づけるオプショナルコースを提供するなどの工夫は試みられても良い
だろう。つまり，この鹿児島体験を提供するのは地場の温泉や観光施設などが受け入れられる範囲に限定
し,残りの乗客は通常通り大型ショッピングセンター等の市内観光を楽しんでいただく。その代わりにオ
プショナルコース購入者には，買い物や分刻みの名所廻りではなく，ワンランク上の「おもてなし」や一
般のクルーズ船客とは一線を画した観光を体験していただき，買い物は福岡や長崎など他の地域でしてい
ただくという考え方である。こうすることで寄港地ごとにメリハリが付き，各地の特色を協調することが
でき，ツアー自体の魅力を高めることも期待できるし，九州の広域連携の足がかりにもすることができよ
う。さらに，再度の来鹿や新規観光客の紹介を行った人への特典供与なども行うことも考えられる。この
ようにして一人でも多くのクルーズ船客に鹿児島の広告塔となってもらう一方で，地場企業にも人を流す
ことで将来の高付加価値型スモール・ツーリズムを受け入れる土壌を作るためにも，このような工夫を講
じることには一定の有効‘性があると考えられる。
しかしながら難しいのは，クルーズ船客の鹿児島体験で「鹿児島」を強く印象づけ，観光客を街へ引き
20.0
図６体験による興味関心の変化（複数回答・回答率）
資料：訪11外国人消費動向調査（平成22年4-12月集計結果）
回答数
鹿児島の食 5１
桜島 4４
指宿の砂蒸し温泉 3５
霧島，屋久島等の自然 2９
仙巌園等の歴史遺産 2５
薩摩切子等の工芸品 1９
農業観光園など ５
回答比率
(％）
温泉 72.2
食事 7２ ２
文化歴史の見学 6１ ２
自然見物 5８ ８
都心での買い物 4５ ５
都会の見物 43.8
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込むための手立てが容易に見つからないことである。クルーズ船利用の観光ツアーでは，複数の旅行社の
多様なツアーが同じ船に同乗していて，日本側もまた複数の旅行社が関与している。これらの企業の関係
は複雑で，当事者以外には容易にうかがい知れない事情も多いと言われる。さらに，地元受け入れ側とも
調整が必要である。クルーズ船客が興味を示し高く評価する内容を綿密に調査するためには，中国側の協
力は欠かせないだろう。その一方で，鹿児島ならではの魅力を打ち出すことは，今後のツアー誘致競争に
おいてますます重要になってくるものと考えられる。クルーズ船客の鹿児島体験で「鹿児島」を強く印象
づけ，観光客を街へ引き込むための手立てをどのように実質化するか，その智恵が官民を越えた地域全体
に求められている。
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